
　

自
然
か
ら
あ
る
部
分
を
恣
意
的
に
切
り

と
っ
て
持
っ
て
き
た
と
き
に
、
そ
れ
は
す

で
に
自
然
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
自
然
の

解
釈
に
な
っ
て
い
る
。
自
然
と
は
、
情
緒

の
鏡
で
は
な
い
。

　

庭
が
、
神
秘
的
な
世
界
模
型
で
あ
る
な

ら
、
生
け
花
も
ま
さ
し
く
そ
う
し
た
、
思

考
の
形
式
の
表
象
だ
。

　

類
稀
な
生
け
花
作
家
で
あ
る
中
川
幸
夫

と
の
出
会
い
が
、
そ
の
思
い
を
確
信
に
近

い
も
の
に
し
た
。

　

多
く
の
人
は
、
中
川
幸
夫
の
生
け
花
を
、

自
然
の
獰
猛
な
息
吹
き
を
招
魂
す
る
よ
う

な
、
前
衛
的
で
神
秘
的
、
そ
し
て
原
始
的

で
未
来
的
な
、
祭
司
行
為
だ
と
感
じ
て
い

る
。
た
し
か
に
中
川
さ
ん
に
は
、
そ
う
し

た
未
見
の
精
霊
を
呼
び
出
す
、
祭
司
の
ご

と
き
雰
囲
気
が
あ
る
。
ま
た
じ
っ
さ
い
に

彼
の
造
形
は
、
言
葉
で
形
容
す
れ
ば
、
異

形
で
、
獰
猛
で
、
狂
暴
な
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ

ム
が
あ
り
、
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
だ
。

　

中
川
さ
ん
は
花
は
生
き
物
で
あ
る
、
と

い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
強
調
す
る
。

　

も
ぎ
取
ら
れ
よ
う
が
、
枯
れ
よ
う
が
、

圧
縮
さ
れ
て
花
液
を
絞
り
出
さ
れ
よ
う
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
状
態
と
段
階
で
、
生
き
て
い

る
生
命
の
現
存
だ
と
主
張
す
る
。
そ
の
生

命
を
、
彼
は
「
自
然
」
と
い
う
、
私
た
ち

じ
し
ん
の
曖
昧
な
解
釈
か
ら
、
遠
く
へ
遠

く
へ
、
持
っ
て
去
ろ
う
と
す
る
。
自
然
の

外
へ
。
も
う
ひ
と
つ
の
自
然
の
、
そ
の
な

か
へ
と
。

　

中
川
幸
夫
の
花
は
、
遠
く
へ
置
き
去
り

に
さ
れ
た
、
ひ
と
つ
の
生
き
物
だ
。
打
ち

捨
て
ら
れ
た
「
も
の
」
の
孤
独
が
、
再
び

自
然
と
重
な
り
合
う
瞬
間
が
、
や
が
て
必

ず
や
っ
て
く
る
。

　

そ
し
て
そ
れ
は
、
彼
方
か
ら
、
私
た
ち

の
曖
昧
な
自
然
観
を
見
つ
め
返
し
て
い
る
。

　

花
は
生
命
で
あ
り
、
官
能
的
で
エ
ロ

テ
ィ
ッ
ク
な
生
殖
器
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、

そ
れ
に
手
を
加
え
る
こ
と
は
、
フ
ェ
テ
ィ

シ
ズ
ム
に
近
づ
い
て
い
く
。
と
こ
ろ
が

フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ
ム
も
ま
た
、
自
然
と
い
う

曖
昧
な
私
た
ち
の
世
界
模
型
の
、
一
部
品

に
し
か
す
ぎ
な
い
。
フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ
ム
と

い
う
生
命
の
花
を
、
さ
ら
に
ま
た
狂
暴
に

駆
使
し
て
、
純
粋
な
、
も
う
曖
昧
で
は
な

い
、
自
然
の
モ
デ
ル
を
再
び
組
み
上
げ
て

い
く
の
が
中
川
流
。

　

そ
う
考
え
て
み
る
と
、
原
初
の
祭
司
の

よ
う
な
中
川
幸
夫
の
姿
が
、
試
験
管
の
な

か
で
、
フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ
ム
を
思
想
的
に
裏

返
そ
う
と
苦
心
惨
憺
す
る
マ
ル
セ
ル
・

デ
ュ
シ
ャ
ン
や
、
感
覚
的
な
も
の
を
、
微

細
な
破
片
さ
え
捨
て
ず
に
総
動
員
し
な
が

ら
、
こ
の
世
の
も
の
で
な
い
、
イ
コ
ン
の

よ
う
な
模
型
を
組
み
上
げ
て
い
っ
た
、
あ

の
モ
ン
ド
リ
ア
ン
の
姿
に
ダ
ブ
リ
始
め
る
。

　

中
川
さ
ん
に
と
っ
て
、
花
は
世
界
を
切

り
と
る
枠
組
、
境
界
、
あ
る
い
は
皮
膜
の

よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　

中
川
幸
夫
の
花
に
、
私
は
自
然
と
い
う

概
念
の
も
っ
と
も
例
外
の
か
た
ち
に
、
あ

る
種
の
そ
れ
こ
そ
定
量
的
な
光
を
あ
て
よ

う
と
す
る
、
思
索
的
な
科
学
者
の
姿
を
垣

間
見
る
の
で
あ
る
。
実
在
が
消
え
て
も
、

そ
の
影
が
い
つ
ま
で
も
永
遠
に
、
残
る
よ

う
に
と
。

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
・
マ
ガ

ジ
ン
、Arts &

 Crafts Cita Cita A
/C M

AGA
ZINE 

掲
載
さ
れ
た
記
事
を
再
構
成
し
た
も
の
）
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花 

に 

思 

う 
 

―
 

中
川
幸
夫
先
生
の
こ
と

新
見 

隆 [

に
い
み
り
ゅ
う]

武
蔵
野
美
術
大
学
芸
術
文
化
学
科
教
授
、
ア
ー
ト
・

ビ
オ
ト
ー
プ
那
須
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
册
、
顧
問
・
キ
ュ

レ
ー
タ
ー

発行：NPO法人アート・ビオトープ／発行人：北山ひとみ／編集：富田勝彦／協力：安藤麻衣子、菊地麻里絵、前田さつき、村井孝行、依田省子／執筆：伊東豊雄、川崎景介、桐島洋子、竹村真一、遠山公一、新見隆、
八代田素樹、安田登、吉田加南子、李禹煥／印刷、DTP：エデュプレス　＊本紙記事の無断掲載を固く禁じます。

「ホワイトリムジン屋台」  11：30～１４：３０まで営業 （不定休）　

Event Information

0287（78）7833

０３－３２２１－４２２０
１１：００～１９：００　月曜休廊

3月3日（火）～8日（日）
「東京国際ガラス学院2008年度修了制作展」

4月25日（土）～5月17日（日）
五節句シリーズ①「端午の節句と五月の室礼展」

5月23日（土）～6月14日（日）
「環境的芸術家コロニーをテーマに」

基礎科・造形科・研究科・研修科研修生、総勢19名による修了制作展。

3月20日（金）・21日（土）
陶芸ワーク・ショップ「小池頌子」
＊同時開催「小池頌子 小作品展」（３月３日～３１日）

第1回4月9日（木）・第2回5月9日（土）・第3回6月8日（月）
「観　月　●　会」　
 満月の夜、音楽、ト－クと散歩イベント。　詳細はお問い合わせください。

Event Information

＊オープニングパーティー　3日（火）17～19時

参加費：2000円　要予約

3月11日（水）～20日（金・祝）
「東京国際ガラス学院展」
開校して11年、多くの卒業生を輩出してきました。彼らの足跡、そしてこれか
らを展示します。                      ＊懇親パーティー　14日（土）15～19時

3月24日（火）～4月19日（日）
「―回文の庭園―　福田尚代・新見隆二人展」
桜の祠爛漫、千鳥が淵。 春の、五感共同体。美味茶席、豪華弁当、万物生命満喫会。
不世出の回文アーティスト「言霊のめくるめく呪文世界」に、 四季の庭スケッチ、言葉の人
形が合作。乞うご期待。

4月11日（土）15：00～17：00
第15回夜のサロン「福田尚代×新見隆 対談」
「回文アーティスト福田尚代の言霊世界」

言葉、身体、環境＋地球リテラシー・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
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満
開
の
桜
の
下
に
「
ま
ん
幕
を
巡
ら
す
」
行
為
は
、
最
も
美
し
く
究
極
の
建
築
原
理
だ
。

ま
ん
幕
一
枚
で
内
と
外
を
隔
て
、
一
瞬
に
し
て
特
別
な
場
所
が
生
ま
れ
、

一
瞬
に
し
て
元
の
自
然
に
還
る
。
あ
ら
ゆ
る
建
築
は
一
枚
の
ま
ん
幕
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

 　

 

桜
あ
っ
て
の
建
築　

 

伊
東
豊
雄
（
建
築
家
）

桜
に
た
く
ら
み
が
あ
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
日
本
人
を
元
気
づ
け
る
こ
と
だ
ろ
う
。

古
来
、
花
の
中
の
花
と
し
て
語
り
継
が
れ
て
き
た
桜
。
そ
の
花
が
春
の
本
格
的
な
訪
れ
を
告
げ
、

農
作
業
の
始
ま
り
を
告
げ
、
日
本
人
を
元
気
に
す
る
。
未
来
永
劫
こ
の
優
し
い
た
く
ら
み
は
続
く
。

 

川
崎
景
介
（
マ
ミ
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
ス
ク
ー
ル
校
長
、
花
文
化
研
究
者
）

む
か
し
の
恋
人
の
訃
報
を
聞
い
た
。
奥
方
に
気
付
か
れ
て
い
た
か
ら
、
葬
儀
に
は
行
か
な
い
。

位
牌
代
わ
り
に
、
初
め
て
の
逢
瀬
に
一
緒
に
読
ん
だ
詩
集
を
探
し
出
す
。

頁
を
開
い
た
ら
、
乾
い
た
花
び
ら
が
ひ
ら
り
と
落
ち
た
。
あ
れ
は
満
開
の
桜
の
下
の
褥
だ
っ
た
の
だ
。

 　

 Au revoir  

桐
島
洋
子
（
作
家
）

サ
ク
ラ
の
「
サ
」
は
山
の
神
。
春
に
な
る
と
里
に
降
り
来
て
、
田
の
神
と
し
て
稲
を
稔
ら
せ
る
。

サ
が
降
り
る
と
”
サ
オ
リ
“
、
そ
の
季
節
が
”
サ
ツ
キ
“
。
そ
し
て
「
サ
」
が
山
と
里
の
間
で

ふ
わ
っ
と
可
視
化
さ
れ
る
の
が
サ
／
ク
ラ
（
座
）。
花
に
宇
宙
的
な
い
の
ち
の
循
環
を
見
る
。

 

竹
村
真
一
（
文
化
人
類
学
者
、
京
都
造
形
芸
術
大
学
教
授
）

も
し
、
花
が
咲
か
な
か
っ
た
ら
。
爺
さ
ん
が
木
に
登
れ
な
か
っ
た
ら
。

臼
が
燃
え
て 

灰
に
な
ら
な
か
っ
た
ら
。
意
地
悪
爺
さ
ん
が
シ
ロ
を
殺
さ
な
か
っ
た
ら
。

こ
こ
掘
れ 

ワ
ン
ワ
ン
と
シ
ロ
が
吠
え
な
か
っ
た
ら
。
そ
し
て
も
し
、
そ
れ
が
桜
で
な
か
っ
た
な
ら
ば
。

 　

 

花 

遠
山
公
一
（
慶
応
大
学
教
授
）

祖
霊
は
花
木
に
依
り
憑
き
、
こ
の
世
に
降
り
る
。
霊
は
弔
わ
れ
ん
が
た
め
に
降
り
て
く
る
。
弔
う
と
は

訪
う
で
あ
る
。
人
が
訪
れ
て
弔
い
は
成
就
す
る
。
花
見
ん
と
人
が
群
集
す
る
の
が
桜
の
咎
と
西
行
は
詠

う
が
、
咎
で
は
な
い
。
桜
は
弔
い
の
成
就
の
た
め
に
人
を
招
き
寄
せ
て
い
る
の
だ
。

 　

 

人
を
招
く
は
祖
霊
の
た
め 

安
田　

登
（
能
楽
師
）

「
夜
桜
や
だ
ま
し
た
く
な
る
ひ
と
と
ゐ
て
」（
三
井
葉
子
）

だ
ま
し
た
い
。
え
え
、
つ
ま
り
、
だ
ま
さ
れ
た
い
。
花
の
宴
に
。
宇
宙
の
た
く
ら
み
に
。

空
が
笑
っ
て
い
る
わ
。
花
と
、
そ
し
て
わ
た
し
た
ち
の
愛
と
い
っ
し
ょ
に
波
う
っ
て
。

 　

 

ひ
と
と
ゐ
て 

吉
田
加
南
子
（
詩
人
）

初
春
の
桜
並
木
道
は
不
穏
な
空
気
が
漂
う
。
黒
々
の
大
木
が
並
び
、
艶
や
か
な
裸
枝
が

彼
方
に
向
か
っ
て
し
き
り
に
合
図
を
送
っ
て
い
る
の
だ
。
歩
み
を
止
め
て
眼
を
閉
じ
る
と
、

枝
々
の
先
か
ら
一
斉
に
狂
っ
た
よ
う
に
笑
い
が
聴
こ
え
る
。
今
に
そ
れ
が
起
こ
る
と
。

 　

 

予　

感　

 
 

李　

禹
煥
（
美
術
家
）
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とちぎ蔵の街美術館 運営業務をアート・ビオトープが受任栃木
市立

とちぎ蔵の街美術館  0282（20）8228
開館時間：午前９時～午後５時（入館は４時30分まで）

休 館 日： 月曜日（祝日の場合は開館、翌日休館）
祝日の翌日（土曜・日曜・祝日の場合は開館）
年末年始（12月29日～１月３日）、展示替等の館内整理期間

観 覧 料： 一般／大・高校生　300円（200円）
小・中学生　100円（50円）

＊　企画展の観覧料は別途定めます
＊　（　）内は20名以上の団体割引料金です
＊　 身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保険福祉手帳の交付を
受けている方とその介護者１名、未就学児は無料

＊　土曜日は栃木市内の小・中学生は無料
＊　毎月第３日曜日は「家庭の日」のため、県内の小・中学生は無料

交通機関： 電車／JR両毛線栃木駅、東武日光線栃木駅から徒歩15分
自動車／東北自動車道　栃木I.C.から10分

サクラのたくらみ

　

栃
木
市
立
と
ち
ぎ
蔵
の
街
美
術
館
の

管
理
運
営
業
務
を
、
特
定
非
営
利
活
動

法
人
ア
ー
ト
・
ビ
オ
ト
ー
プ
が
指
定
管

理
者
制
度
に
よ
り
平
成
21
年
度
か
ら
平

成
26
年
度
ま
で
受
任
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

と
ち
ぎ
蔵
の
街
美
術
館
は
江
戸
時
代

後
期
に
建
築
さ
れ
た
三
棟
の
土
蔵
を
利

用
し
て
、
平
成
15
年
3
月
に
開
館
し
ま

し
た
。
栃
木
市
は
日
光
東
照
宮
へ
の
勅

使
が
参
向
す
る
街
道
（
例
幣
使
街
道
）

の
宿
場
町
と
し
て
江
戸
時
代
を
通
じ
て

栄
え
、
江
戸
末
期
に
は
豪
商
た
ち
の
蔵

が
巴
波
川
の
両
岸
に
立
ち
並
ぶ
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
栃
木
市
に
今
も
残
る

四
百
以
上
の
土
蔵
の
中
で
も
、
こ
の
通

称
「
お
た
す
け
蔵
」
と
し
て
市
民
に
親

し
ま
れ
て
き
た
善
野
家
土
蔵
は
最
も
古

く
、
大
規
模
な
も
の
と
し
て
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
建
築
年
代
を
示
す
棟
札

や
瓦
な
ど
の
歴
史
的
資
料
は
、
館
内
に

設
け
ら
れ
た
「
蔵
の
展
示
室
」
に
常
設

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
館
の
展
示
は
、
栃
木
市
ゆ
か
り
の

美
術
工
芸
品
や
近
代
陶
芸
を
中
心
と
し

た
収
蔵
品
展
と
、
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
に

渡
る
特
別
企
画
展
、
小
企
画
展
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
収
蔵
品
に
は
栃
木

市
出
身
の
竹
芸
家
飯
塚
琅
玕
斎
、
日
本

画
家
田
中
一
村
、
洋
画
家
清
水
登
之
、

橋
本
邦
助
ら
の
作
品
の
ほ
か
、
板
谷
波

山
や
北
大
路
魯
山
人
な
ど
近
代
陶
芸
を

代
表
す
る
作
家
の
作
品
、
現
代
水
滴
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
が
あ
り
、
最
近
新

た
に
栃
木
市
ゆ
か
り
の
浮
世
絵
師
、
喜

多
川
歌
麿
の
手
に
な
る
新
発
見
の
肉
筆

画
『
女
達
磨
図
』
が
収
蔵
さ
れ
ま
し
た
。

歌
麿
は
栃
木
に
滞
在
中
、
豪
商
四
代
善

野
喜
兵
衛
（
狂
歌
師
通
用
亭
徳
成
）
や

初
代
善
野
伊
兵
衛
ら
と
交
流
し
た
こ
と

が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
も

当
館
に
こ
の
作
品
が
収
蔵
さ
れ
た
こ
と

に
は
深
い
縁
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ

ま
す
。

　

次
回
展
覧
会
は
、
平
成
21
年
3
月
10

日
か
ら
5
月
10
日
ま
で
、『
竹
久
夢
二

と
大
正
ロ
マ
ン
・
昭
和
モ
ダ
ン
展
』
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
展
覧
会
は
、

竹
久
夢
二
や
高
畠
華
宵
、
蕗
谷
紅
児
、

中
原
淳
一
と
い
っ
た
大
正
か
ら
昭
和
初

期
に
か
け
て
「
大
正
ロ
マ
ン
」
と
呼
ば

れ
る
時
代
を
背
景
に
華
麗
な
女
性
像
を

描
い
た
画
家
の
作
品
を
紹
介
す
る
も
の

で
す
。
作
品
は
日
本
画
、
版
画
、
挿
絵

原
画
、
楽
譜
、
装
丁
な
ど
が
百
点
あ
ま

り
出
展
さ
れ
る
予
定
で
す
。
の
ど
か
な

春
の
一
日
、
歴
史
あ
る
蔵
と
洋
館
が
残

る
栃
木
の
街
で
、
華
や
か
な
大
正
ロ
マ

ン
の
世
界
に
遊
ん
で
頂
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

「那須コラム」第 2回

寄　花
ある日、突然咲き出した花々を見てうろたえてしまう。
一気に訪れる色の洪水に心も体も追いつかない。
そんな折。うらうらと晴れた日。ふらりと立ち寄った美術館。
石と和紙の小さな茶室に招かれて一服いただいて
ふと顔を上げると、
山に桜、桜、桜･･･。
しばし眺めているうちに、
おっとりとのびのびとほとほとと、心に春が落ちてくる。

那須芦野・石の美術館 STONE PLAZA。
毎年桜の一番美しい日に茶会が催されます。

二期倶楽部東館レセプション・依田省子
（那須検定 3級認定者）

2009年度企画展スケジュール
「竹久夢二と大正ロマン・昭和モダン」
３月10日（火）－５月10日（日）
休館日：毎週月曜日（5/4は開館）・4/30（木）・5/6（水）
入場料：大人500円／小・中学生200円

「蓄音機コンサート － 夢二とその時代」　
４月18日（土）　入場無料　　レクチャー：毛利　眞人氏（音楽史研究家）
第一回13：00開演／第二回15：30開演（各回定員70名）



ア
ー
ト
・
ビ
オ
ト
ー
プ「
2009
年
度
Ａ
Ｉ
Ｒ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」作
家
決
定
。

い
よ
い
よ
待
望
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

快
い
柔
ら
か
さ
の
土
は

　

と
て
も
自
由
で
手
の
中
で　

　

ひ
ら
り
…
ゆ
ら
り
…
と
動
き
ま
す
。

　

白
の
形
…
。

 

陶
芸
家　

小
池
頌
子

　

清
楚
で
あ
り
な
が
ら
も
、
存
在
感
の
あ

る
焼
き
物
の
造
形
作
品
を
見
る
機
会
に
恵

ま
れ
た
。手
に
と
っ
て
み
た
白
い
そ
れ
は
、

両
手
の
ひ
ら
に
乗
せ
ら
れ
る
ほ
ど
で
、
ト

サ
ッ
と
心
地
よ
い
重
み
。
や
わ
ら
か
い

カ
ー
ブ
を
え
が
く
一
枚
一
枚
の
土
の
ヒ
ダ

が
、
実
際
の
重
さ
よ
り
も
、
見
た
印
象
を

さ
ら
に
軽
や
か
に
見
せ
て
い
る
の
だ
と
気

づ
い
た
。

　

作
品
名
は
、「
白
の
形
」。
花
の
よ
う
な

形
態
に
近
い
作
品
だ
が
、
作
者
の
小
池
頌

子
さ
ん
は
、
花
を
作
ろ
う
と
い
う
意
図
で

制
作
し
て
は
い
な
い
。
下
の
土
台
部
分
の

土
を
荒
ら
し
て
ザ
ラ
ザ
ラ
し
た
表
情
を
さ

ぐ
り
、
そ
れ
と
は
対
照
的
に
上
部
に
は
、

す
る
っ
と
滑
ら
か
で
、
薄
い
土
片
を
数
枚

重
ね
て
い
る
。下
部
の
荒
さ
と
相
俟
っ
て
、

そ
の
薄
い
土
片
は
、
ひ
ら
り
ひ
ら
り
と
空

間
に
舞
う
よ
う
で
も
あ
り
、
や
さ
し
さ
と

柔
ら
か
さ
を
際
立
た
せ
て
表
現
す
る
こ
と

に
成
功
し
て
い
る
。
今
ま
で
小
池
さ
ん
が

求
め
て
き
た
青
色
の
作
品
群
と
は
、
ま
た

違
っ
た
新
た
な
作
風
で
、
私
に
新
鮮
さ
を

与
え
て
く
れ
た
。 

（
A
B
那
須　

安
藤
）

　

小
池
頌
子
さ
ん
の
こ
れ
ら
の
新
し
い
作

品
は
、
ア
ー
ト
・
ビ
オ
ト
ー
プ
那
須
に
て

開
催
さ
れ
る
「
小
池
頌
子
小
作
品
展
」（
三

月
三
日
〜
三
十
一
日
ま
で
）
で
見
る
こ
と

が
出
来
る
。
小
池
さ
ん
が
手
放
す
の
を
躊

躇
っ
た
と
の
逸
話
を
持
つ
ほ
ど
の
名
品
、

二
期
リ
ゾ
ー
ト
所
蔵
作
品
「Shell

」
も
、

ア
ー
ト
・
ビ
オ
ト
ー
プ
那
須
と
、
隣
接
施

設
二
期
倶
楽
部
本
館
バ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
に

て
展
示
中
。
ま
た
、
三
月
二
十
日
〜

二
十
一
日
に
は
、
小
池
頌
子
陶
芸
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
る
。

独
自
の
世
界
観
と
技
術
を
持
つ
、
小
池
頌

子
陶
芸
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、「
お
一
人

様
受
講
料
二
日
間
一
六
、八
０
０
円
（
材

料
費
・
一
作
品
の
焼
成
費
・
税
込
・
送
料

別
）」
好
評
受
付
中
。

お
問
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み　

ア
ー
ト
・

ビ
オ
ト
ー
プ
那
須
（0287-78-7833

）

フ
ェ
ア
ー
モ
ン
ト
ホ
テ
ル
跡
地
に
あ
る
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
册
」
は
、

春
に
な
る
と
千
鳥
ヶ
淵
緑
道
の
桜
並
木
が
目
の
前
に
広
が
り
、

す
ば
ら
し
い
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
望
め
ま
す
。

「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
册
」
で
は
、
お
花
見
の
時
期
に
あ
わ
せ
て
、

併
設
カ
フ
ェ
「
茶
・Cha

」
に
て
、

由
庵
特
製
「
お
花
見
弁
当
」
な
ど
の
特
別
メ
ニ
ュ
ー
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

東
京
随
一
の
桜
の
名
所
・
千
鳥
ヶ
淵
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
册
」
で
、

優
雅
な
春
の
ひ
と
と
き
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

期
間
：
二
〇
〇
九
年
三
月
二
十
七
日
（
金
）
〜
四
月
五
日
（
日
）
＊
予
約
制

お
申
し
込
み
は
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
册
（03-3221-4220

）
に
て
お
受
け
い
た
し
ま
す
。

伊
藤
岳
氏
（
東
京
）」。

　

那
須
も
小
豆
島
も
、
目
に
映
る
の
は
圧

倒
的
な
自
然
、
環
境
の
変
化
を
日
々
観
察

し
て
い
る
だ
け
で
心
が
満
ち
足
り
て
く
る

場
所
。「
大
自
然
に
触
れ
て
刺
激
を
受
け
、

感
じ
た
こ
と
を
作
品
と
し
て
表
現
し
た

い
。」
と
い
う
彼
ら
の
応
募
動
機
は
、〝
自

然
の
在
り
方
と
人
間
の
創
造
性
が
互
い
に

響
き
合
い
、
様
々
な
感
性
が
交
流
す
る
〞

活
動
に
な
る
こ
と
を
期
待
さ
せ
る
。
ま
た
、

〝
市
民
と
の
交
流
の
場
〞
と
し
て
開
か
れ

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
各
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
と
も
１
〜
２
回
あ
り
、
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
感
性
に
触
れ
る
絶
好
の
機
会
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
自
身
が
各
自
の

表
現
方
法
を
ふ
ま
え
て
行
う
、
い
わ
ば
造

形
教
室
の
よ
う
な
も
の
。
無
心
に
な
っ
て

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
一
緒
に
創
作
し
て
み
る

の
も
い
い
も
の
だ
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
皆

さ
ん
に
お
会
い
で
き
る
日
を
楽
し
み
に
し

た
い
。

　

東
京
・
千
鳥
ヶ
淵
の
桜
の
歴
史
は
古
く
、

明
治
三
年
、
靖
国
神
社
の
建
設
と
と
も
に

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
植
え
ら
れ
た
こ
と
に
始

ま
り
、
明
治
三
十
一
年
、
英
国
大
使
館
前

に
も
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
册

の
目
前
に
広
が
る
千
鳥
ヶ
淵
緑
道
と
、
対

岸
の
北
の
丸
公
園
の
お
堀
端
に
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
が
植
え
ら
れ
た
の
は
、
意
外
と
新
し

く
昭
和
三
十
年
こ
ろ
。
そ
れ
か
ら
五
十
年

以
上
を
経
て
、
毎
年
、
絢
爛
た
る
花
を
咲

か
せ
て
い
ま
す
。

　

頭
上
す
れ
す
れ
に
は
桜
の
ト
ン
ネ
ル
。

眼
下
に
は
、
お
堀
深
く
ま
で
水
を
求
め
て

枝
が
伸
び
、
水
面
に
は
散
桜
。
そ
し
て
は

る
か
遠
く
、
半
蔵
濠
や
国
立
近
代
美
術
館

の
あ
る
紀
伊
国
坂
あ
た
り
ま
で
、
見
わ
た

す
か
ぎ
り
桜
一
色
で
す
。

　

桜
の
樹
の
下
を
歩
く
と
、
見
事
な
花
で

あ
る
ほ
ど
、
そ
の
豪
華
さ
と
は
う
ら
は
ら

に
、
妙
な
怖
ろ
し
さ
や
妖
艶
な
も
の
を
感

じ
て
し
ま
う
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

そ
れ
は
、
梶
井
基
次
郎
の
小
説
「
桜
の

樹
の
下
に
は
」
で
描
か
れ
た
奇
怪
な
桜
の

イ
メ
ー
ジ
に
、
ど
こ
か
で
影
響
を
受
け
て

い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

冒
頭
の
「
桜
の
樹
の
下
に
は

屍
体
が
埋
ま
っ
て
ゐ
る
」
と

い
う
一
行
は
、
昭
和
文
学
界

に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を

与
え
ま
し
た
。

　

文
学
に
あ
ら
わ
れ
た
桜

を
み
る
と
、
山
賊
と
桜
鬼
の

化
身
で
あ
る
美
し
い
姫
を

描
い
た
伝
奇
小
説
、
坂
口

安
吾
著
「
桜
の
森
の
満
開

の
下
」。
岐
阜
県
根
尾
谷
に

あ
る
樹
齢
千
年
の
淡
墨
桜

に
ま
つ
わ
る
妖
異
な
物
語

を
描
い
た
宇
野
千
代
著
「
薄

墨
の
桜
」。
千
鳥
ヶ
淵
緑
道

を
は
じ
め
賀
茂
川
、
平
安
神

宮
、
秋
田
の
角
館
な
ど
、
桜

の
名
所
を
舞
台
に
、
母
と
娘
の
悲
劇
を
描

い
た
渡
辺
淳
一
著
「
桜
の
樹
の
下
で
」
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、

梶
井
基
次
郎
に
端
を
発
す
る
、
怪
し
く
も

美
し
い
桜
の
イ
メ
ー
ジ
に
触
発
さ
れ
て
生

ま
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
昭
和
の
桜
守
・
笹
部

新
太
郎
を
モ
デ
ル
に
、
樹
齢
四
百
年
の
巨

桜
の
移
植
秘
話
を
描
い
た
水
上
勉
著
「
桜

守
」。
花
柳
界
を
舞
台
に
二
人
の
芸
者
の

哀
歓
を
描
い
た
有
吉
佐
和
子
著
「
芝
桜
」。

観
桜
、
月
見
、
蛍
狩
と
い
っ
た
忘
れ
ら
れ

て
い
く
風
習
と
と
も
に
、
美
し
い
四
姉
妹

の
人
生
を
描
い
た
絵
巻
物
語
、
谷
崎
潤
一

郎
著
「
細
雪
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

美
し
さ
と
儚
さ
ゆ
え
に
、
生
き
る
こ
と

そ
の
も
の
と
重
な
る
桜
は
、
数
多
く
の
文

学
に
あ
ら
わ
れ
、
い
つ
の
時
代
も
人
々
を

魅
了
し
て
き
ま
し
た
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
册
に

は
、
こ
の
よ
う
な
桜
に
ま
つ
わ
る
文
学
を

た
く
さ
ん
揃
え
て
お
り
ま
す
。
千
鳥
ヶ
淵

の
桜
を
愛
で
な
が
ら
、
文
学
に
あ
ら
わ
れ

た
桜
も
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。（
册
・
前
田
）

　

昨
年
９
月
よ
り
募
集
を
し
て
い
た
ア
ー

ト
・
ビ
オ
ト
ー
プ
（ResArtis

会
員
）
の
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
。
国
内
は
東
京
、
静
岡
、
北

海
道
。
海
外
は
韓
国
と
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
総

勢
７
名
５
組
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
決
定
し

ま
し
た
。

　

小
豆
島
で
、
４
〜
５
月
「
石
彫
の
大
野

綾
子
氏
（
東
京
）」
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

始
ま
り
ま
す
。
７
〜
８
月
「
オ
リ
ー
ヴ
を

用
い
て
染
色
す
る
稲
垣
有
里
氏
（
静
岡
）」、

６
〜
８
月
「
ブ
コ
マ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

石
彫
の
キ
ー
ス
・
ブ
ッ
ケ
ン
ス
氏
（
オ
ラ

ン
ダ
）、
相
原
正
美
氏
（
北
海
道
）、
両
氏

の
制
作
、
交
流
を
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
写
真
と

し
て
納
め
る
小
松
稔
氏
（
東
京
）
の
ア
ー

ト
・
ユ
ニ
ッ
ト
」
で
す
。

　

那
須
で
は
、
７
〜
８
月
「
陶
芸
と
ガ
ラ

ス
を
融
合
さ
せ
た
作
品
制
作
す
る
金
恵
貞

氏
（
韓
国
）」、
10
〜
12
月
「
親
子
参
加
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
楽
し
み
な
ガ
ラ
ス
の

「白 の 形」
小池 頌子さん

工芸の名品【陶の造形】

工房で創作を、しませんか?!
アート・ビオトープ那須では、連日「体験講座」を開催しております。

開始時間：10：30／12：00／14：30／16：00
＊いずれも材料費込み　＊体験講座は時間割制になっております。

ご予約はアート・ビオトープ那須まで。

─陶芸スタジオ─
■手びねり
　1時間：￥3,150／2時間：￥6,300
■磁器のうつわ
　2時間：￥6,300
■電動ロクロ
　1～ 2時間：￥6,300

─ガラススタジオ─
■とんぼ玉
　30分：￥1,260／ 1時間：￥3,150
■マドラー
　30分～ 1時間：￥1,890
■ガラス彫刻
　1時間～：￥1,575：素材￥315～

由庵特製のお花見弁当・大（5,500円）は、旬の食材をふ
んだんに使った二段重です。
今年は、册オリジナル「京都・六兵窯の〝さくらの箸置
き”」が付いております。
お花見弁当・小（2,500円）には、「さくらの箸置き」付
（3,000円）もございます。

八代田 素樹  [やしろだもとき ]
小豆島・渕崎在住

ソメイヨシノ（染井吉野）

　列島を染め上げていく花の便りと共に、瀬戸内に鰆が

来遊し、讃岐路の花見弁当にサワラの押し鮨が入ります。

“霞か雲か”の情景に“いざ見に行かん”と人々が集う此の

桜は、長い観桜の歴史から見るとびっくりする程新しい桜

です。幕末になって染井（東京・豊島区）の植木屋から出て

大変な人気で世に広がりました。“染井吉野”と名付られま

したが、此の桜の由来は植木屋や古老の記録もなく謎に包

まれています。伊豆大島や済州島に原木があるという風説

は、調査の結果否定されました。交配実験で“大島桜”と“江

戸彼岸”の種間雑種である事が確かめられ、雑種起源説が

有力です。自然雑種も伊豆の峠で発見されています。雑種

の傑作ともいえる染井吉野は、種を播くと両親の形質が分

離するので、接木を繰り返して伝えられて来たものです。大

島桜や青肌桜などの苗に切り接ぎをして生産が続けられて

います。古典的な方法によるクローン（分身）桜です。

　小豆島の里にも染井吉野は咲いていますが、島外に発信

するには少し物足りない気がします。小豆島は燃料革命の

後も乾燥・貧栄養の陽向地に二次林が残存し、陽樹である

“山桜”の野生の姿が健在です。山肌に点々と淡い山桜の咲

く瀬戸内の春はのどかです。山桜は染井吉野の魅力とは又

違った趣があります。

ア
ー
テ
ィ
ス
ト・イ
ン・レ
ジ
デ
ン
ス

参
考
文
献
： 

九
段
界
隈
桜
み
ち
第
七
号「
桜
の
小
説
10
選
」よ
り

お花見弁当

「
白
の
形
」　

撮
影
／
尾
見
重
治

Mar .

（写真は過去例です。今年はメニューが異なります。）

アート・ビオトープ小豆島主催「大野 綾子ワークショップ」
第１回目『小豆島地産の
 花崗岩に触れて、もっと知ろう』
日時： ４月19日（日） 13：00～
場所： ㈱イシイの石材製作所
内容： 花崗岩を使ったフロッタージュ
 ▶紙の造形物製作
対象： 小学生以上の子供たち
参加定員：15名
参加費：無料　材料費：100円
＊汚れてもいい服装でご来場ください。

第2回目『花崗岩に色をつけて、
 好きなものを作ってみる』
日時： ５月10日（日） 13：00～
場所： ㈱イシイの石材製作所
内容：  花崗岩で好きなかたちを作る
 ▶彩色してみる
対象： 島の方々、小学生以上の子供たち
参加定員：15名
参加費：無料　材料費：300円
＊汚れてもいい服装でご来場ください。
＊いずれも、定員になり次第締め切ります。

自然の中の気楽な生活
アート・ビオトープ那須

体験ステイ
工房で、陶芸（手びねり1時間）やガラス（とんぼ玉1時間）を
学ぶ体験滞在。豊かな週末の過ごし方…

お気軽体験ステイ
プチステイ・プラン
１泊 2日￥10,000 ～（税込。2名1室料金。プチ朝食付）

ご家族、お子様のキャンプ、研修に、
大型団体向け施設まるまる１棟貸し切り利用。

団体ステイ（別棟アネックス）
一括利用プラン
￥157,500 ～（税込）＊タオル、シーツセット別。

工房で毎日制作（2時間）を楽しむ 5日間。
ゆったりレイト・チェックアウト（13：00）

たっぷり長期滞在
ロングステイ・プラン
5泊 6日￥73,500（税込。プチ朝食＆昼食 2回付）

お問合わせ・お申し込み　0287-78-7833

「さくらの箸」
〇 ２色塗り分け箸『Sakura SAKURA彩銀漆』
〇 黒呂色漆箸『巴桜文朱』

Design・Produced by 福原栄子　

４種類　桐箱入り　各9,450円（税込み）

「さくらの酒杯」
八代清水六兵衛先生監修の京都・六兵窯（ろく
べいがま）の酒杯。

２種類　桐箱入り　各4,200円（税込み）

「さくらの箸置き」
「さくらの酒杯」と同じ八代清水六兵衛先生監
修の京都・六兵窯（ろくべいがま）の箸置き。

化粧箱入り　1,050円（税込み）

～ギャラリー册オリジナル／さくらシリーズ～

＊ギャラリー册、二期倶楽部でお取り扱い

つ な ご う 自 然 、歴 史 、仲 間 。

2Mar .第 5 号 2

自 然 と 感 性 が 交 わ る 、創 造 の 小 さ き 庭

第 5 号 0 0 90 0 9

栃木県那須郡那須町高久乙上ノ林1859
Tel : 0287-78-7577　Fax : 0287-78-7578
HP://www.novarese.co.jp /E-mail:niki@novarese.co.jp

栃木県那須郡那須町高久乙道上2294-3
Tel : 0287-78-7833　Fax : 0287-78-6627
HP：//www.artbiotop.jp/　E-mail：artbiotop@nikiresort.jp

ひとりひとりのうちなる発見のために
新たなワークショップ・レジデンス

「結び」をテーマとしたゆるやかな空間
一生に一度だから選びたい…

観 季 館GUEST HOUSE

0120‒087962
☎0879‒62‒2111（代表）

予約専用フリーダイヤル

美
し
の
島
、

　
　
　

癒
し
の
楽
園

Tel：0879（62）5511  Fax：0879（62）6114
香川県小豆郡土庄町甲1313－1

講演会

ＮＰＯ法人オリーヴ生活文化研究所

2009年３月14日（土） 開場：18：00 開演：18：30
土庄町立中央公民館大ホール

「無理をしない子育て」
講師：木村まさ子さん

入場無料

＊駐車場あり

イタリア料理研究家。医食同源の考え方を、イタリア料理に取り入れた
薬膳レストラン「いな田」(神奈川県川崎市)を経営。

千鳥ヶ淵の春、
文学に現れた桜



ア
ー
ト
・
ビ
オ
ト
ー
プ「
2009
年
度
Ａ
Ｉ
Ｒ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」作
家
決
定
。

い
よ
い
よ
待
望
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

快
い
柔
ら
か
さ
の
土
は

　

と
て
も
自
由
で
手
の
中
で　

　

ひ
ら
り
…
ゆ
ら
り
…
と
動
き
ま
す
。

　

白
の
形
…
。

 

陶
芸
家　

小
池
頌
子

　

清
楚
で
あ
り
な
が
ら
も
、
存
在
感
の
あ

る
焼
き
物
の
造
形
作
品
を
見
る
機
会
に
恵

ま
れ
た
。手
に
と
っ
て
み
た
白
い
そ
れ
は
、

両
手
の
ひ
ら
に
乗
せ
ら
れ
る
ほ
ど
で
、
ト

サ
ッ
と
心
地
よ
い
重
み
。
や
わ
ら
か
い

カ
ー
ブ
を
え
が
く
一
枚
一
枚
の
土
の
ヒ
ダ

が
、
実
際
の
重
さ
よ
り
も
、
見
た
印
象
を

さ
ら
に
軽
や
か
に
見
せ
て
い
る
の
だ
と
気

づ
い
た
。

　

作
品
名
は
、「
白
の
形
」。
花
の
よ
う
な

形
態
に
近
い
作
品
だ
が
、
作
者
の
小
池
頌

子
さ
ん
は
、
花
を
作
ろ
う
と
い
う
意
図
で

制
作
し
て
は
い
な
い
。
下
の
土
台
部
分
の

土
を
荒
ら
し
て
ザ
ラ
ザ
ラ
し
た
表
情
を
さ

ぐ
り
、
そ
れ
と
は
対
照
的
に
上
部
に
は
、

す
る
っ
と
滑
ら
か
で
、
薄
い
土
片
を
数
枚

重
ね
て
い
る
。下
部
の
荒
さ
と
相
俟
っ
て
、

そ
の
薄
い
土
片
は
、
ひ
ら
り
ひ
ら
り
と
空

間
に
舞
う
よ
う
で
も
あ
り
、
や
さ
し
さ
と

柔
ら
か
さ
を
際
立
た
せ
て
表
現
す
る
こ
と

に
成
功
し
て
い
る
。
今
ま
で
小
池
さ
ん
が

求
め
て
き
た
青
色
の
作
品
群
と
は
、
ま
た

違
っ
た
新
た
な
作
風
で
、
私
に
新
鮮
さ
を

与
え
て
く
れ
た
。 

（
A
B
那
須　

安
藤
）

　

小
池
頌
子
さ
ん
の
こ
れ
ら
の
新
し
い
作

品
は
、
ア
ー
ト
・
ビ
オ
ト
ー
プ
那
須
に
て

開
催
さ
れ
る
「
小
池
頌
子
小
作
品
展
」（
三

月
三
日
〜
三
十
一
日
ま
で
）
で
見
る
こ
と

が
出
来
る
。
小
池
さ
ん
が
手
放
す
の
を
躊

躇
っ
た
と
の
逸
話
を
持
つ
ほ
ど
の
名
品
、

二
期
リ
ゾ
ー
ト
所
蔵
作
品
「Shell

」
も
、

ア
ー
ト
・
ビ
オ
ト
ー
プ
那
須
と
、
隣
接
施

設
二
期
倶
楽
部
本
館
バ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
に

て
展
示
中
。
ま
た
、
三
月
二
十
日
〜

二
十
一
日
に
は
、
小
池
頌
子
陶
芸
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
る
。

独
自
の
世
界
観
と
技
術
を
持
つ
、
小
池
頌

子
陶
芸
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、「
お
一
人

様
受
講
料
二
日
間
一
六
、八
０
０
円
（
材

料
費
・
一
作
品
の
焼
成
費
・
税
込
・
送
料

別
）」
好
評
受
付
中
。

お
問
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み　

ア
ー
ト
・

ビ
オ
ト
ー
プ
那
須
（0287-78-7833

）

フ
ェ
ア
ー
モ
ン
ト
ホ
テ
ル
跡
地
に
あ
る
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
册
」
は
、

春
に
な
る
と
千
鳥
ヶ
淵
緑
道
の
桜
並
木
が
目
の
前
に
広
が
り
、

す
ば
ら
し
い
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
望
め
ま
す
。

「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
册
」
で
は
、
お
花
見
の
時
期
に
あ
わ
せ
て
、

併
設
カ
フ
ェ
「
茶
・Cha

」
に
て
、

由
庵
特
製
「
お
花
見
弁
当
」
な
ど
の
特
別
メ
ニ
ュ
ー
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

東
京
随
一
の
桜
の
名
所
・
千
鳥
ヶ
淵
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
册
」
で
、

優
雅
な
春
の
ひ
と
と
き
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

期
間
：
二
〇
〇
九
年
三
月
二
十
七
日
（
金
）
〜
四
月
五
日
（
日
）
＊
予
約
制

お
申
し
込
み
は
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
册
（03-3221-4220

）
に
て
お
受
け
い
た
し
ま
す
。

伊
藤
岳
氏
（
東
京
）」。

　

那
須
も
小
豆
島
も
、
目
に
映
る
の
は
圧

倒
的
な
自
然
、
環
境
の
変
化
を
日
々
観
察

し
て
い
る
だ
け
で
心
が
満
ち
足
り
て
く
る

場
所
。「
大
自
然
に
触
れ
て
刺
激
を
受
け
、

感
じ
た
こ
と
を
作
品
と
し
て
表
現
し
た

い
。」
と
い
う
彼
ら
の
応
募
動
機
は
、〝
自

然
の
在
り
方
と
人
間
の
創
造
性
が
互
い
に

響
き
合
い
、
様
々
な
感
性
が
交
流
す
る
〞

活
動
に
な
る
こ
と
を
期
待
さ
せ
る
。
ま
た
、

〝
市
民
と
の
交
流
の
場
〞
と
し
て
開
か
れ

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
各
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
と
も
１
〜
２
回
あ
り
、
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
感
性
に
触
れ
る
絶
好
の
機
会
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
自
身
が
各
自
の

表
現
方
法
を
ふ
ま
え
て
行
う
、
い
わ
ば
造

形
教
室
の
よ
う
な
も
の
。
無
心
に
な
っ
て

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
一
緒
に
創
作
し
て
み
る

の
も
い
い
も
の
だ
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
皆

さ
ん
に
お
会
い
で
き
る
日
を
楽
し
み
に
し

た
い
。

　

東
京
・
千
鳥
ヶ
淵
の
桜
の
歴
史
は
古
く
、

明
治
三
年
、
靖
国
神
社
の
建
設
と
と
も
に

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
植
え
ら
れ
た
こ
と
に
始

ま
り
、
明
治
三
十
一
年
、
英
国
大
使
館
前

に
も
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
册

の
目
前
に
広
が
る
千
鳥
ヶ
淵
緑
道
と
、
対

岸
の
北
の
丸
公
園
の
お
堀
端
に
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
が
植
え
ら
れ
た
の
は
、
意
外
と
新
し

く
昭
和
三
十
年
こ
ろ
。
そ
れ
か
ら
五
十
年

以
上
を
経
て
、
毎
年
、
絢
爛
た
る
花
を
咲

か
せ
て
い
ま
す
。

　

頭
上
す
れ
す
れ
に
は
桜
の
ト
ン
ネ
ル
。

眼
下
に
は
、
お
堀
深
く
ま
で
水
を
求
め
て

枝
が
伸
び
、
水
面
に
は
散
桜
。
そ
し
て
は

る
か
遠
く
、
半
蔵
濠
や
国
立
近
代
美
術
館

の
あ
る
紀
伊
国
坂
あ
た
り
ま
で
、
見
わ
た

す
か
ぎ
り
桜
一
色
で
す
。

　

桜
の
樹
の
下
を
歩
く
と
、
見
事
な
花
で

あ
る
ほ
ど
、
そ
の
豪
華
さ
と
は
う
ら
は
ら

に
、
妙
な
怖
ろ
し
さ
や
妖
艶
な
も
の
を
感

じ
て
し
ま
う
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

そ
れ
は
、
梶
井
基
次
郎
の
小
説
「
桜
の

樹
の
下
に
は
」
で
描
か
れ
た
奇
怪
な
桜
の

イ
メ
ー
ジ
に
、
ど
こ
か
で
影
響
を
受
け
て

い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

冒
頭
の
「
桜
の
樹
の
下
に
は

屍
体
が
埋
ま
っ
て
ゐ
る
」
と

い
う
一
行
は
、
昭
和
文
学
界

に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を

与
え
ま
し
た
。

　

文
学
に
あ
ら
わ
れ
た
桜

を
み
る
と
、
山
賊
と
桜
鬼
の

化
身
で
あ
る
美
し
い
姫
を

描
い
た
伝
奇
小
説
、
坂
口

安
吾
著
「
桜
の
森
の
満
開

の
下
」。
岐
阜
県
根
尾
谷
に

あ
る
樹
齢
千
年
の
淡
墨
桜

に
ま
つ
わ
る
妖
異
な
物
語

を
描
い
た
宇
野
千
代
著
「
薄

墨
の
桜
」。
千
鳥
ヶ
淵
緑
道

を
は
じ
め
賀
茂
川
、
平
安
神

宮
、
秋
田
の
角
館
な
ど
、
桜

の
名
所
を
舞
台
に
、
母
と
娘
の
悲
劇
を
描

い
た
渡
辺
淳
一
著
「
桜
の
樹
の
下
で
」
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、

梶
井
基
次
郎
に
端
を
発
す
る
、
怪
し
く
も

美
し
い
桜
の
イ
メ
ー
ジ
に
触
発
さ
れ
て
生

ま
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
昭
和
の
桜
守
・
笹
部

新
太
郎
を
モ
デ
ル
に
、
樹
齢
四
百
年
の
巨

桜
の
移
植
秘
話
を
描
い
た
水
上
勉
著
「
桜

守
」。
花
柳
界
を
舞
台
に
二
人
の
芸
者
の

哀
歓
を
描
い
た
有
吉
佐
和
子
著
「
芝
桜
」。

観
桜
、
月
見
、
蛍
狩
と
い
っ
た
忘
れ
ら
れ

て
い
く
風
習
と
と
も
に
、
美
し
い
四
姉
妹

の
人
生
を
描
い
た
絵
巻
物
語
、
谷
崎
潤
一

郎
著
「
細
雪
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

美
し
さ
と
儚
さ
ゆ
え
に
、
生
き
る
こ
と

そ
の
も
の
と
重
な
る
桜
は
、
数
多
く
の
文

学
に
あ
ら
わ
れ
、
い
つ
の
時
代
も
人
々
を

魅
了
し
て
き
ま
し
た
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
册
に

は
、
こ
の
よ
う
な
桜
に
ま
つ
わ
る
文
学
を

た
く
さ
ん
揃
え
て
お
り
ま
す
。
千
鳥
ヶ
淵

の
桜
を
愛
で
な
が
ら
、
文
学
に
あ
ら
わ
れ

た
桜
も
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。（
册
・
前
田
）

　

昨
年
９
月
よ
り
募
集
を
し
て
い
た
ア
ー

ト
・
ビ
オ
ト
ー
プ
（ResArtis

会
員
）
の
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
。
国
内
は
東
京
、
静
岡
、
北

海
道
。
海
外
は
韓
国
と
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
総

勢
７
名
５
組
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
決
定
し

ま
し
た
。

　

小
豆
島
で
、
４
〜
５
月
「
石
彫
の
大
野

綾
子
氏
（
東
京
）」
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

始
ま
り
ま
す
。
７
〜
８
月
「
オ
リ
ー
ヴ
を

用
い
て
染
色
す
る
稲
垣
有
里
氏
（
静
岡
）」、

６
〜
８
月
「
ブ
コ
マ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

石
彫
の
キ
ー
ス
・
ブ
ッ
ケ
ン
ス
氏
（
オ
ラ

ン
ダ
）、
相
原
正
美
氏
（
北
海
道
）、
両
氏

の
制
作
、
交
流
を
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
写
真
と

し
て
納
め
る
小
松
稔
氏
（
東
京
）
の
ア
ー

ト
・
ユ
ニ
ッ
ト
」
で
す
。

　

那
須
で
は
、
７
〜
８
月
「
陶
芸
と
ガ
ラ

ス
を
融
合
さ
せ
た
作
品
制
作
す
る
金
恵
貞

氏
（
韓
国
）」、
10
〜
12
月
「
親
子
参
加
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
楽
し
み
な
ガ
ラ
ス
の

「白 の 形」
小池 頌子さん

工芸の名品【陶の造形】

工房で創作を、しませんか?!
アート・ビオトープ那須では、連日「体験講座」を開催しております。

開始時間：10：30／12：00／14：30／16：00
＊いずれも材料費込み　＊体験講座は時間割制になっております。

ご予約はアート・ビオトープ那須まで。

─陶芸スタジオ─
■手びねり
　1時間：￥3,150／2時間：￥6,300
■磁器のうつわ
　2時間：￥6,300
■電動ロクロ
　1～ 2時間：￥6,300

─ガラススタジオ─
■とんぼ玉
　30分：￥1,260／ 1時間：￥3,150
■マドラー
　30分～ 1時間：￥1,890
■ガラス彫刻
　1時間～：￥1,575：素材￥315～

由庵特製のお花見弁当・大（5,500円）は、旬の食材をふ
んだんに使った二段重です。
今年は、册オリジナル「京都・六兵窯の〝さくらの箸置
き”」が付いております。
お花見弁当・小（2,500円）には、「さくらの箸置き」付
（3,000円）もございます。

八代田 素樹  [やしろだもとき ]
小豆島・渕崎在住

ソメイヨシノ（染井吉野）

　列島を染め上げていく花の便りと共に、瀬戸内に鰆が

来遊し、讃岐路の花見弁当にサワラの押し鮨が入ります。

“霞か雲か”の情景に“いざ見に行かん”と人々が集う此の

桜は、長い観桜の歴史から見るとびっくりする程新しい桜

です。幕末になって染井（東京・豊島区）の植木屋から出て

大変な人気で世に広がりました。“染井吉野”と名付られま

したが、此の桜の由来は植木屋や古老の記録もなく謎に包

まれています。伊豆大島や済州島に原木があるという風説

は、調査の結果否定されました。交配実験で“大島桜”と“江

戸彼岸”の種間雑種である事が確かめられ、雑種起源説が

有力です。自然雑種も伊豆の峠で発見されています。雑種

の傑作ともいえる染井吉野は、種を播くと両親の形質が分

離するので、接木を繰り返して伝えられて来たものです。大

島桜や青肌桜などの苗に切り接ぎをして生産が続けられて

います。古典的な方法によるクローン（分身）桜です。

　小豆島の里にも染井吉野は咲いていますが、島外に発信

するには少し物足りない気がします。小豆島は燃料革命の

後も乾燥・貧栄養の陽向地に二次林が残存し、陽樹である

“山桜”の野生の姿が健在です。山肌に点々と淡い山桜の咲

く瀬戸内の春はのどかです。山桜は染井吉野の魅力とは又

違った趣があります。

ア
ー
テ
ィ
ス
ト・イ
ン・レ
ジ
デ
ン
ス

参
考
文
献
： 

九
段
界
隈
桜
み
ち
第
七
号「
桜
の
小
説
10
選
」よ
り

お花見弁当

「
白
の
形
」　

撮
影
／
尾
見
重
治

Mar .

（写真は過去例です。今年はメニューが異なります。）

アート・ビオトープ小豆島主催「大野 綾子ワークショップ」
第１回目『小豆島地産の
 花崗岩に触れて、もっと知ろう』
日時： ４月19日（日） 13：00～
場所： ㈱イシイの石材製作所
内容： 花崗岩を使ったフロッタージュ
 ▶紙の造形物製作
対象： 小学生以上の子供たち
参加定員：15名
参加費：無料　材料費：100円
＊汚れてもいい服装でご来場ください。

第2回目『花崗岩に色をつけて、
 好きなものを作ってみる』
日時： ５月10日（日） 13：00～
場所： ㈱イシイの石材製作所
内容：  花崗岩で好きなかたちを作る
 ▶彩色してみる
対象： 島の方々、小学生以上の子供たち
参加定員：15名
参加費：無料　材料費：300円
＊汚れてもいい服装でご来場ください。
＊いずれも、定員になり次第締め切ります。

自然の中の気楽な生活
アート・ビオトープ那須

体験ステイ
工房で、陶芸（手びねり1時間）やガラス（とんぼ玉1時間）を
学ぶ体験滞在。豊かな週末の過ごし方…

お気軽体験ステイ
プチステイ・プラン
１泊 2日￥10,000 ～（税込。2名1室料金。プチ朝食付）

ご家族、お子様のキャンプ、研修に、
大型団体向け施設まるまる１棟貸し切り利用。

団体ステイ（別棟アネックス）
一括利用プラン
￥157,500 ～（税込）＊タオル、シーツセット別。

工房で毎日制作（2時間）を楽しむ 5日間。
ゆったりレイト・チェックアウト（13：00）

たっぷり長期滞在
ロングステイ・プラン
5泊 6日￥73,500（税込。プチ朝食＆昼食 2回付）

お問合わせ・お申し込み　0287-78-7833

「さくらの箸」
〇 ２色塗り分け箸『Sakura SAKURA彩銀漆』
〇 黒呂色漆箸『巴桜文朱』

Design・Produced by 福原栄子　

４種類　桐箱入り　各9,450円（税込み）

「さくらの酒杯」
八代清水六兵衛先生監修の京都・六兵窯（ろく
べいがま）の酒杯。

２種類　桐箱入り　各4,200円（税込み）

「さくらの箸置き」
「さくらの酒杯」と同じ八代清水六兵衛先生監
修の京都・六兵窯（ろくべいがま）の箸置き。

化粧箱入り　1,050円（税込み）

～ギャラリー册オリジナル／さくらシリーズ～

＊ギャラリー册、二期倶楽部でお取り扱い

つ な ご う 自 然 、歴 史 、仲 間 。
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自 然 と 感 性 が 交 わ る 、創 造 の 小 さ き 庭
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栃木県那須郡那須町高久乙上ノ林1859
Tel : 0287-78-7577　Fax : 0287-78-7578
HP://www.novarese.co.jp /E-mail:niki@novarese.co.jp

栃木県那須郡那須町高久乙道上2294-3
Tel : 0287-78-7833　Fax : 0287-78-6627
HP：//www.artbiotop.jp/　E-mail：artbiotop@nikiresort.jp

ひとりひとりのうちなる発見のために
新たなワークショップ・レジデンス

「結び」をテーマとしたゆるやかな空間
一生に一度だから選びたい…

観 季 館GUEST HOUSE

0120‒087962
☎0879‒62‒2111（代表）

予約専用フリーダイヤル

美
し
の
島
、

　
　
　

癒
し
の
楽
園

Tel：0879（62）5511  Fax：0879（62）6114
香川県小豆郡土庄町甲1313－1

講演会

ＮＰＯ法人オリーヴ生活文化研究所

2009年３月14日（土） 開場：18：00 開演：18：30
土庄町立中央公民館大ホール

「無理をしない子育て」
講師：木村まさ子さん

入場無料

＊駐車場あり

イタリア料理研究家。医食同源の考え方を、イタリア料理に取り入れた
薬膳レストラン「いな田」(神奈川県川崎市)を経営。

千鳥ヶ淵の春、
文学に現れた桜



　

自
然
か
ら
あ
る
部
分
を
恣
意
的
に
切
り

と
っ
て
持
っ
て
き
た
と
き
に
、
そ
れ
は
す

で
に
自
然
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
自
然
の

解
釈
に
な
っ
て
い
る
。
自
然
と
は
、
情
緒

の
鏡
で
は
な
い
。

　

庭
が
、
神
秘
的
な
世
界
模
型
で
あ
る
な

ら
、
生
け
花
も
ま
さ
し
く
そ
う
し
た
、
思

考
の
形
式
の
表
象
だ
。

　

類
稀
な
生
け
花
作
家
で
あ
る
中
川
幸
夫

と
の
出
会
い
が
、
そ
の
思
い
を
確
信
に
近

い
も
の
に
し
た
。

　

多
く
の
人
は
、
中
川
幸
夫
の
生
け
花
を
、

自
然
の
獰
猛
な
息
吹
き
を
招
魂
す
る
よ
う

な
、
前
衛
的
で
神
秘
的
、
そ
し
て
原
始
的

で
未
来
的
な
、
祭
司
行
為
だ
と
感
じ
て
い

る
。
た
し
か
に
中
川
さ
ん
に
は
、
そ
う
し

た
未
見
の
精
霊
を
呼
び
出
す
、
祭
司
の
ご

と
き
雰
囲
気
が
あ
る
。
ま
た
じ
っ
さ
い
に

彼
の
造
形
は
、
言
葉
で
形
容
す
れ
ば
、
異

形
で
、
獰
猛
で
、
狂
暴
な
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ

ム
が
あ
り
、
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
だ
。

　

中
川
さ
ん
は
花
は
生
き
物
で
あ
る
、
と

い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
強
調
す
る
。

　

も
ぎ
取
ら
れ
よ
う
が
、
枯
れ
よ
う
が
、

圧
縮
さ
れ
て
花
液
を
絞
り
出
さ
れ
よ
う
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
状
態
と
段
階
で
、
生
き
て
い

る
生
命
の
現
存
だ
と
主
張
す
る
。
そ
の
生

命
を
、
彼
は
「
自
然
」
と
い
う
、
私
た
ち

じ
し
ん
の
曖
昧
な
解
釈
か
ら
、
遠
く
へ
遠

く
へ
、
持
っ
て
去
ろ
う
と
す
る
。
自
然
の

外
へ
。
も
う
ひ
と
つ
の
自
然
の
、
そ
の
な

か
へ
と
。

　

中
川
幸
夫
の
花
は
、
遠
く
へ
置
き
去
り

に
さ
れ
た
、
ひ
と
つ
の
生
き
物
だ
。
打
ち

捨
て
ら
れ
た
「
も
の
」
の
孤
独
が
、
再
び

自
然
と
重
な
り
合
う
瞬
間
が
、
や
が
て
必

ず
や
っ
て
く
る
。

　

そ
し
て
そ
れ
は
、
彼
方
か
ら
、
私
た
ち

の
曖
昧
な
自
然
観
を
見
つ
め
返
し
て
い
る
。

　

花
は
生
命
で
あ
り
、
官
能
的
で
エ
ロ

テ
ィ
ッ
ク
な
生
殖
器
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、

そ
れ
に
手
を
加
え
る
こ
と
は
、
フ
ェ
テ
ィ

シ
ズ
ム
に
近
づ
い
て
い
く
。
と
こ
ろ
が

フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ
ム
も
ま
た
、
自
然
と
い
う

曖
昧
な
私
た
ち
の
世
界
模
型
の
、
一
部
品

に
し
か
す
ぎ
な
い
。
フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ
ム
と

い
う
生
命
の
花
を
、
さ
ら
に
ま
た
狂
暴
に

駆
使
し
て
、
純
粋
な
、
も
う
曖
昧
で
は
な

い
、
自
然
の
モ
デ
ル
を
再
び
組
み
上
げ
て

い
く
の
が
中
川
流
。

　

そ
う
考
え
て
み
る
と
、
原
初
の
祭
司
の

よ
う
な
中
川
幸
夫
の
姿
が
、
試
験
管
の
な

か
で
、
フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ
ム
を
思
想
的
に
裏

返
そ
う
と
苦
心
惨
憺
す
る
マ
ル
セ
ル
・

デ
ュ
シ
ャ
ン
や
、
感
覚
的
な
も
の
を
、
微

細
な
破
片
さ
え
捨
て
ず
に
総
動
員
し
な
が

ら
、
こ
の
世
の
も
の
で
な
い
、
イ
コ
ン
の

よ
う
な
模
型
を
組
み
上
げ
て
い
っ
た
、
あ

の
モ
ン
ド
リ
ア
ン
の
姿
に
ダ
ブ
リ
始
め
る
。

　

中
川
さ
ん
に
と
っ
て
、
花
は
世
界
を
切

り
と
る
枠
組
、
境
界
、
あ
る
い
は
皮
膜
の

よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　

中
川
幸
夫
の
花
に
、
私
は
自
然
と
い
う

概
念
の
も
っ
と
も
例
外
の
か
た
ち
に
、
あ

る
種
の
そ
れ
こ
そ
定
量
的
な
光
を
あ
て
よ

う
と
す
る
、
思
索
的
な
科
学
者
の
姿
を
垣

間
見
る
の
で
あ
る
。
実
在
が
消
え
て
も
、

そ
の
影
が
い
つ
ま
で
も
永
遠
に
、
残
る
よ

う
に
と
。

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
・
マ
ガ

ジ
ン
、Arts &

 Crafts Cita Cita A
/C M

AGA
ZINE 

掲
載
さ
れ
た
記
事
を
再
構
成
し
た
も
の
）
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アート・ビオトープ那須  〒325-0303 栃木県那須郡那須町高久乙道上2294-3  TEL0287（78）7833
アート・ビオトープ小豆島  〒761-4115 香川県小豆郡土庄町字戸形甲3417旧戸形小学校内 www.artbiotop.jp
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花 
に 
思 
う 

 
―
 

中
川
幸
夫
先
生
の
こ
と

新
見 

隆 [

に
い
み
り
ゅ
う]

武
蔵
野
美
術
大
学
芸
術
文
化
学
科
教
授
、
ア
ー
ト
・

ビ
オ
ト
ー
プ
那
須
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
册
、
顧
問
・
キ
ュ

レ
ー
タ
ー

発行：NPO法人アート・ビオトープ／発行人：北山ひとみ／編集：富田勝彦／協力：安藤麻衣子、菊地麻里絵、前田さつき、村井孝行、依田省子／執筆：伊東豊雄、川崎景介、桐島洋子、竹村真一、遠山公一、新見隆、
八代田素樹、安田登、吉田加南子、李禹煥／印刷、DTP：エデュプレス　＊本紙記事の無断掲載を固く禁じます。

「ホワイトリムジン屋台」  11：30～１４：３０まで営業 （不定休）　

Event Information

0287（78）7833

０３－３２２１－４２２０
１１：００～１９：００　月曜休廊

3月3日（火）～8日（日）
「東京国際ガラス学院2008年度修了制作展」

4月25日（土）～5月17日（日）
五節句シリーズ①「端午の節句と五月の室礼展」

5月23日（土）～6月14日（日）
「環境的芸術家コロニーをテーマに」

基礎科・造形科・研究科・研修科研修生、総勢19名による修了制作展。

3月20日（金）・21日（土）
陶芸ワーク・ショップ「小池頌子」
＊同時開催「小池頌子 小作品展」（３月３日～３１日）

第1回4月9日（木）・第2回5月9日（土）・第3回6月8日（月）
「観　月　●　会」　
 満月の夜、音楽、ト－クと散歩イベント。　詳細はお問い合わせください。

Event Information

＊オープニングパーティー　3日（火）17～19時

参加費：2000円　要予約

3月11日（水）～20日（金・祝）
「東京国際ガラス学院展」
開校して11年、多くの卒業生を輩出してきました。彼らの足跡、そしてこれか
らを展示します。                      ＊懇親パーティー　14日（土）15～19時

3月24日（火）～4月19日（日）
「―回文の庭園―　福田尚代・新見隆二人展」
桜の祠爛漫、千鳥が淵。 春の、五感共同体。美味茶席、豪華弁当、万物生命満喫会。
不世出の回文アーティスト「言霊のめくるめく呪文世界」に、 四季の庭スケッチ、言葉の人
形が合作。乞うご期待。

4月11日（土）15：00～17：00
第15回夜のサロン「福田尚代×新見隆 対談」
「回文アーティスト福田尚代の言霊世界」

言葉、身体、環境＋地球リテラシー・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

2第 5 号 Mar .

満
開
の
桜
の
下
に
「
ま
ん
幕
を
巡
ら
す
」
行
為
は
、
最
も
美
し
く
究
極
の
建
築
原
理
だ
。

ま
ん
幕
一
枚
で
内
と
外
を
隔
て
、
一
瞬
に
し
て
特
別
な
場
所
が
生
ま
れ
、

一
瞬
に
し
て
元
の
自
然
に
還
る
。
あ
ら
ゆ
る
建
築
は
一
枚
の
ま
ん
幕
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

 　

 

桜
あ
っ
て
の
建
築　

 

伊
東
豊
雄
（
建
築
家
）

桜
に
た
く
ら
み
が
あ
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
日
本
人
を
元
気
づ
け
る
こ
と
だ
ろ
う
。

古
来
、
花
の
中
の
花
と
し
て
語
り
継
が
れ
て
き
た
桜
。
そ
の
花
が
春
の
本
格
的
な
訪
れ
を
告
げ
、

農
作
業
の
始
ま
り
を
告
げ
、
日
本
人
を
元
気
に
す
る
。
未
来
永
劫
こ
の
優
し
い
た
く
ら
み
は
続
く
。

 

川
崎
景
介
（
マ
ミ
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
ス
ク
ー
ル
校
長
、
花
文
化
研
究
者
）

む
か
し
の
恋
人
の
訃
報
を
聞
い
た
。
奥
方
に
気
付
か
れ
て
い
た
か
ら
、
葬
儀
に
は
行
か
な
い
。

位
牌
代
わ
り
に
、
初
め
て
の
逢
瀬
に
一
緒
に
読
ん
だ
詩
集
を
探
し
出
す
。

頁
を
開
い
た
ら
、
乾
い
た
花
び
ら
が
ひ
ら
り
と
落
ち
た
。
あ
れ
は
満
開
の
桜
の
下
の
褥
だ
っ
た
の
だ
。

 　

 Au revoir  

桐
島
洋
子
（
作
家
）

サ
ク
ラ
の
「
サ
」
は
山
の
神
。
春
に
な
る
と
里
に
降
り
来
て
、
田
の
神
と
し
て
稲
を
稔
ら
せ
る
。

サ
が
降
り
る
と
”
サ
オ
リ
“
、
そ
の
季
節
が
”
サ
ツ
キ
“
。
そ
し
て
「
サ
」
が
山
と
里
の
間
で

ふ
わ
っ
と
可
視
化
さ
れ
る
の
が
サ
／
ク
ラ
（
座
）。
花
に
宇
宙
的
な
い
の
ち
の
循
環
を
見
る
。

 

竹
村
真
一
（
文
化
人
類
学
者
、
京
都
造
形
芸
術
大
学
教
授
）

も
し
、
花
が
咲
か
な
か
っ
た
ら
。
爺
さ
ん
が
木
に
登
れ
な
か
っ
た
ら
。

臼
が
燃
え
て 

灰
に
な
ら
な
か
っ
た
ら
。
意
地
悪
爺
さ
ん
が
シ
ロ
を
殺
さ
な
か
っ
た
ら
。

こ
こ
掘
れ 

ワ
ン
ワ
ン
と
シ
ロ
が
吠
え
な
か
っ
た
ら
。
そ
し
て
も
し
、
そ
れ
が
桜
で
な
か
っ
た
な
ら
ば
。

 　

 

花 

遠
山
公
一
（
慶
応
大
学
教
授
）

祖
霊
は
花
木
に
依
り
憑
き
、
こ
の
世
に
降
り
る
。
霊
は
弔
わ
れ
ん
が
た
め
に
降
り
て
く
る
。
弔
う
と
は

訪
う
で
あ
る
。
人
が
訪
れ
て
弔
い
は
成
就
す
る
。
花
見
ん
と
人
が
群
集
す
る
の
が
桜
の
咎
と
西
行
は
詠

う
が
、
咎
で
は
な
い
。
桜
は
弔
い
の
成
就
の
た
め
に
人
を
招
き
寄
せ
て
い
る
の
だ
。

 　

 

人
を
招
く
は
祖
霊
の
た
め 

安
田　

登
（
能
楽
師
）

「
夜
桜
や
だ
ま
し
た
く
な
る
ひ
と
と
ゐ
て
」（
三
井
葉
子
）

だ
ま
し
た
い
。
え
え
、
つ
ま
り
、
だ
ま
さ
れ
た
い
。
花
の
宴
に
。
宇
宙
の
た
く
ら
み
に
。

空
が
笑
っ
て
い
る
わ
。
花
と
、
そ
し
て
わ
た
し
た
ち
の
愛
と
い
っ
し
ょ
に
波
う
っ
て
。

 　

 

ひ
と
と
ゐ
て 

吉
田
加
南
子
（
詩
人
）

初
春
の
桜
並
木
道
は
不
穏
な
空
気
が
漂
う
。
黒
々
の
大
木
が
並
び
、
艶
や
か
な
裸
枝
が

彼
方
に
向
か
っ
て
し
き
り
に
合
図
を
送
っ
て
い
る
の
だ
。
歩
み
を
止
め
て
眼
を
閉
じ
る
と
、

枝
々
の
先
か
ら
一
斉
に
狂
っ
た
よ
う
に
笑
い
が
聴
こ
え
る
。
今
に
そ
れ
が
起
こ
る
と
。

 　

 

予　

感　

 
 

李　

禹
煥
（
美
術
家
）

0 0 9

とちぎ蔵の街美術館 運営業務をアート・ビオトープが受任栃木
市立

とちぎ蔵の街美術館  0282（20）8228
開館時間：午前９時～午後５時（入館は４時30分まで）

休 館 日： 月曜日（祝日の場合は開館、翌日休館）
祝日の翌日（土曜・日曜・祝日の場合は開館）
年末年始（12月29日～１月３日）、展示替等の館内整理期間

観 覧 料： 一般／大・高校生　300円（200円）
小・中学生　100円（50円）

＊　企画展の観覧料は別途定めます
＊　（　）内は20名以上の団体割引料金です
＊　 身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保険福祉手帳の交付を
受けている方とその介護者１名、未就学児は無料

＊　土曜日は栃木市内の小・中学生は無料
＊　毎月第３日曜日は「家庭の日」のため、県内の小・中学生は無料

交通機関： 電車／JR両毛線栃木駅、東武日光線栃木駅から徒歩15分
自動車／東北自動車道　栃木I.C.から10分

サクラのたくらみ

　

栃
木
市
立
と
ち
ぎ
蔵
の
街
美
術
館
の

管
理
運
営
業
務
を
、
特
定
非
営
利
活
動

法
人
ア
ー
ト
・
ビ
オ
ト
ー
プ
が
指
定
管

理
者
制
度
に
よ
り
平
成
21
年
度
か
ら
平

成
26
年
度
ま
で
受
任
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

と
ち
ぎ
蔵
の
街
美
術
館
は
江
戸
時
代

後
期
に
建
築
さ
れ
た
三
棟
の
土
蔵
を
利

用
し
て
、
平
成
15
年
3
月
に
開
館
し
ま

し
た
。
栃
木
市
は
日
光
東
照
宮
へ
の
勅

使
が
参
向
す
る
街
道
（
例
幣
使
街
道
）

の
宿
場
町
と
し
て
江
戸
時
代
を
通
じ
て

栄
え
、
江
戸
末
期
に
は
豪
商
た
ち
の
蔵

が
巴
波
川
の
両
岸
に
立
ち
並
ぶ
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
栃
木
市
に
今
も
残
る

四
百
以
上
の
土
蔵
の
中
で
も
、
こ
の
通

称
「
お
た
す
け
蔵
」
と
し
て
市
民
に
親

し
ま
れ
て
き
た
善
野
家
土
蔵
は
最
も
古

く
、
大
規
模
な
も
の
と
し
て
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
建
築
年
代
を
示
す
棟
札

や
瓦
な
ど
の
歴
史
的
資
料
は
、
館
内
に

設
け
ら
れ
た
「
蔵
の
展
示
室
」
に
常
設

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
館
の
展
示
は
、
栃
木
市
ゆ
か
り
の

美
術
工
芸
品
や
近
代
陶
芸
を
中
心
と
し

た
収
蔵
品
展
と
、
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
に

渡
る
特
別
企
画
展
、
小
企
画
展
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
収
蔵
品
に
は
栃
木

市
出
身
の
竹
芸
家
飯
塚
琅
玕
斎
、
日
本

画
家
田
中
一
村
、
洋
画
家
清
水
登
之
、

橋
本
邦
助
ら
の
作
品
の
ほ
か
、
板
谷
波

山
や
北
大
路
魯
山
人
な
ど
近
代
陶
芸
を

代
表
す
る
作
家
の
作
品
、
現
代
水
滴
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
が
あ
り
、
最
近
新

た
に
栃
木
市
ゆ
か
り
の
浮
世
絵
師
、
喜

多
川
歌
麿
の
手
に
な
る
新
発
見
の
肉
筆

画
『
女
達
磨
図
』
が
収
蔵
さ
れ
ま
し
た
。

歌
麿
は
栃
木
に
滞
在
中
、
豪
商
四
代
善

野
喜
兵
衛
（
狂
歌
師
通
用
亭
徳
成
）
や

初
代
善
野
伊
兵
衛
ら
と
交
流
し
た
こ
と

が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
も

当
館
に
こ
の
作
品
が
収
蔵
さ
れ
た
こ
と

に
は
深
い
縁
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ

ま
す
。

　

次
回
展
覧
会
は
、
平
成
21
年
3
月
10

日
か
ら
5
月
10
日
ま
で
、『
竹
久
夢
二

と
大
正
ロ
マ
ン
・
昭
和
モ
ダ
ン
展
』
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
展
覧
会
は
、

竹
久
夢
二
や
高
畠
華
宵
、
蕗
谷
紅
児
、

中
原
淳
一
と
い
っ
た
大
正
か
ら
昭
和
初

期
に
か
け
て
「
大
正
ロ
マ
ン
」
と
呼
ば

れ
る
時
代
を
背
景
に
華
麗
な
女
性
像
を

描
い
た
画
家
の
作
品
を
紹
介
す
る
も
の

で
す
。
作
品
は
日
本
画
、
版
画
、
挿
絵

原
画
、
楽
譜
、
装
丁
な
ど
が
百
点
あ
ま

り
出
展
さ
れ
る
予
定
で
す
。
の
ど
か
な

春
の
一
日
、
歴
史
あ
る
蔵
と
洋
館
が
残

る
栃
木
の
街
で
、
華
や
か
な
大
正
ロ
マ

ン
の
世
界
に
遊
ん
で
頂
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

「那須コラム」第 2回

寄　花
ある日、突然咲き出した花々を見てうろたえてしまう。
一気に訪れる色の洪水に心も体も追いつかない。
そんな折。うらうらと晴れた日。ふらりと立ち寄った美術館。
石と和紙の小さな茶室に招かれて一服いただいて
ふと顔を上げると、
山に桜、桜、桜･･･。
しばし眺めているうちに、
おっとりとのびのびとほとほとと、心に春が落ちてくる。

那須芦野・石の美術館 STONE PLAZA。
毎年桜の一番美しい日に茶会が催されます。

二期倶楽部東館レセプション・依田省子
（那須検定 3級認定者）

2009年度企画展スケジュール
「竹久夢二と大正ロマン・昭和モダン」
３月10日（火）－５月10日（日）
休館日：毎週月曜日（5/4は開館）・4/30（木）・5/6（水）
入場料：大人500円／小・中学生200円

「蓄音機コンサート － 夢二とその時代」　
４月18日（土）　入場無料　　レクチャー：毛利　眞人氏（音楽史研究家）
第一回13：00開演／第二回15：30開演（各回定員70名）


